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我
が
国
に
お
い
て
は
、
昨
年

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
や
世
界
経
済
の
減
速
、

戦
後
最
高
水
準
の
円
高
な
ど
に

よ
り
、
日
本
経
済
の
先
行
き
は

極
め
て
不
透
明
な
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
行
政
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
極
め
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
村
政
の
主
人

公
は
村
民
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
、
よ

り
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
向
け
、

誠
実
に
村
長
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
第
五

次
宇
検
村
総
合
振
興
計
画
の
策

定
年
度
で
あ
り
ま
す
。
十
年
後

の
宇
検
村
と
し
て
の
将
来
像
を

描
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

村
民
一
人
一
人
の
意
見
を
拝
聴

し
な
が
ら
、
職
員
の
英
知
を
結

集
し
、
村
民
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
施
策
を
構
築
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
は
平
成
十
八
年
度
か
ら

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
行
財
政

改
革
を
進
め
、
事
務
事
業
、
組

織
機
構
、
定
員
管
理
等
を
見
直

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
職
員
の
定

員
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
ま
で
に
目
標
数
値

に
達
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
財
政
健
全
化
は
も

と
よ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
や

社
会
経
済
の
変
動
に
対
応
で
き

る
自
治
体
と
し
て
、
行
財
政
改

革
の
継
続
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
継

続
中
の
生
勝
工
区
と
名
柄
～
佐

念
工
区
、
ま
た
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
着
工
す
る
平
田
～
タ
エ

ン
工
区
の
促
進
と
重
要
幹
線
で

あ
る
湯
湾
新
村
線
の
大
畑
工
区

が
平
成
二
十
四
年
度
で
完
了
す

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
進
め

て
い
ま
す
、
奄
美
大
島
選
果
場

が
奄
美
市
小
湊
地
区
に
今
年
度

完
成
し
、
二
十
五
年
産
果
樹
か

ら
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
奄
美
大
島
の
果
樹

の
品
質
が
統
一
さ
れ
、
販
路
拡

は
じ
め
に

行
財
政
改
革

整
備
事
業

農
業
振
興

村民の融和を図りつつ,
全員参加の村づくりを目指す！

宇検村長

元 田 信 有

平成24年度

施 政 方 針
　毎年，第一回目の村議会定例会で村長が表明
する施政方針は，その年度における施策の方向
性を示すものです。
　今回，その施政方針の内容につきまして掲載
いたします。（※誌面の都合上一部抜粋）

る
た
め
、
現
計
画
終
点
か
ら
八

津
野
間
の
改
築
事
業
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
川
田
団

地
の
整
備
が
終
了
し
、
今
年
度

は
、
村
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計

画
策
定
の
た
め
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
小
規
模
住
宅
は
、
名
柄

地
区
に
二
戸
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

県
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
で
石
良
地
区
と
名
柄
地
区
を

整
備
し
ま
す
。
村
営
の
県
単
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
で
芦
検

地
区
の
危
険
箇
所
を
整
備
し
ま

す
。
砂
防
事
業
で
は
、
県
営
事

業
で
美
長
良
地
区
と
久
志
地
区

を
整
備
し
ま
す
。

大
と
農
家
の
所
得
向
上
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
、
県
営

中
山
間
事
業
で
屋
鈍
地
区
の
集

落
排
水
路
整
備
、
県
営
農
地
環

境
整
備
事
業
で
石
良
地
区
と
阿

室
地
区
の
農
業
用
水
整
備
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
事
業
で
阿
室
・

部
連
・
湯
湾
地
区
の
い
の
し
し

防
護
策
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
と
う
き
び
の
生
産
拡
大
策

と
し
て
ト
ン
当
た
り
一
万
円
の

生
産
奨
励
金
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

の
使
用
料
の
半
額
補
助
等
を
行

い
、
黒
糖
焼
酎
の
原
料
供
給
を

行
い
な
が
ら
、
宇
検
村
ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
で
生
産
し
た
農

産
物
や
そ
れ
を
使
っ
た
加
工
品

の
開
発
を
し
て
い
た
だ
き
「
う

け
ん
市
場
」
で
販
売
し
、
誰
で

も
で
き
る
簡
単
な
農
作
業
に
お

い
て
換
金
作
物
と
し
て
位
置
づ

け
を
行
い
、
遊
休
地
や
荒
廃
地

の
解
消
も
併
せ
た
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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平成24年度 施政方針

　

本
村
で
は
チ
ッ
プ
工
場
か
ら

排
出
さ
れ
る
バ
ー
ク
の
有
効
利

用
を
図
り
、
農
家
へ
の
安
定
し

た
堆
肥
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

松
喰
い
虫
被
害
拡
大
に
よ
り

県
と
し
て
は
、
北
大
島
地
区
を

中
心
に
進
入
被
害
防
止
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
松
食
い
虫
防

除
事
業
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

枯
損
木
対
策
、
樹
主
転
換
事
業
、

樹
幹
注
入
事
業
は
継
続
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湯
湾
赤
土
線
の
舗
装
、
新
小
勝

線
の
開
設
、
ま
た
今
年
度
か
ら

新
た
に
佐
念
線
の
開
設
工
事
を

県
営
事
業
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

阿
室
線
の
舗
装
を
新
規
に
村
営

事
業
で
行
い
ま
す
。

林
業
振
興

　

観
光
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

湯
湾
岳
公
園
、
峰
田
山
公
園
、

赤
土
山
展
望
台
、
各
ミ
ニ
ポ
ケ

ッ
ト
公
園
、
海
水
浴
場
の
整
備

を
進
め
て
来
ま
し
た
。
本
年
度

は
屋
鈍
地
区
・
タ
エ
ン
浜
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ
東
屋
と
駐
車
場
等

を
整
備
し
ま
す
。

　

一
方
、活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
結

い
の
館
」の
施
設
や「
開
運
の
郷
」

を
利
用
し
、
焼
酎
工
場
や
黒
糖

工
場
の
見
学
・
野
球
場
周
辺
に

観
光
・
商
工
業

　

各
地
で
豪
雨
・
地
震
・
津
波

等
が
度
々
発
生
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
災
害
に
い
ち
早

く
対
応
す
る
た
め
に
、
各
集
落

に
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災

組
織
で
の
避
難
訓
練
等
の
実
施

や
、
各
消
防
分
団
の
施
設
の
整

備
点
検
や
、
災
害
・
避
難
情
報

配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
緊
急
情

消
防
・
防
災

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
更
な
る
情
報
の
集
約
を
図
り
、

一
次
及
び
二
次
予
防
教
室
等
を

行
い
、
介
護
予
防
等
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
育
成
を
図

る
と
共
に
、
食
に
対
す
る
意
識

医
療
・
保
健
福
祉

　

昨
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い

て
は
新
学
習
指
導
要
領
が
完
全

実
施
と
な
り
、
ま
た
、
中
学
校

に
お
い
て
は
、
移
行
措
置
を
経

て
本
年
度
か
ら
完
全
実
施
と
な

り
ま
す
。
今
後
も
社
会
の
変
化

に
対
応
し
う
る
、
人
間
力
を
育

ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
教

育
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
生
涯
学
習
の

観
点
に
立
っ
て
、
主
体
性
、
創

造
性
、
国
際
性
を
備
え
て
、
情

報
化
、
国
際
化
に
順
応
で
き
る

人
間
性
豊
か
で
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
村
民
の
育
成
を
掲
げ
て
、

本
村
教
育
の
充
実
発
展
を
培
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政

　

焼
内
湾
に
お
い
て
は
、
マ
グ

ロ
・
ク
ル
マ
エ
ビ
・
真
珠
等
の

養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

本
村
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

水
産
振
興

は
多
大
で
あ
る
の
で
、
企
業
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、

生
産
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
元
漁
家

経
営
は
依
然
と
し
て
資
本
力
等

が
乏
し
く
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

既
存
施
設
を
有
効
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
本
年
度
も
離
島
漁

業
再
生
支
援
事
業
を
導
入
し
、

漁
家
所
得
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

整
備
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
利
用
等
、
観
光
客
の
増
も
見

込
ま
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
既
存

の
旅
館
や
宿
泊
施
設
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
都
会
の
方
々
に
自

然
や
農
作
業
体
験
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
中
長
期
滞
在
型
に
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
施
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
商
工
業
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て

経
営
の
体
質
改
善
や
経
営
の
合

理
化
近
代
化
を
促
進
し
、
流
通

ル
ー
ト
の
確
立
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

向
上
を
高
め
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た

め
、
施
設
整
備
・
職
員
研
修
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

関
連
し
て
出
産
祝
い
金
・
入
学
・

修
学
補
助
事
業
も
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
飼
い
猫
の
適
正
飼
養

及
び
管
理
に
つ
い
て
で
す
が
、

動
物
愛
護
の
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
環
境
衛
生
の
向
上
や

自
然
環
境
及
び
生
態
系
の
保
全

を
図
る
た
め
に
、
適
正
飼
養
に

つ
い
て
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

報
の
受
信
可
能
な
携
帯
電
話
の

助
成
も
、
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
津
波
対
策
と
し
て
、

村
内
の
避
難
場
所
や
公
民
館
等

に
海
抜
表
示
板
を
設
置
し
て
、

村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
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宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係   ☎ 0997-67-2211

　農林水産省の 2011 年度「食と地域の『絆』づく
り」事業の優良団体に，阿室校区活性化対策委員会

（吉
よしなが

永 常
つねあき

明 会長）が選ばれ，4 月 10 日に内閣総理
大臣官邸で行われた選定証授与式へ吉永会長が出席

し，鹿野 道彦農水相から選定証が授与されました。
　この事業は，農山漁村の活力を再生するため，創意工夫にあふれた地域活性化の先駆的事
例を選定し全国に向けて発信するもので，選定されたのは全
国で 24 団体，鹿児島県からは同委員会だけが選ばれました。
　同委員会は，阿室小中学校の存続のため，行政と連携して

「親子山村留学制度」を導入し児童生徒を増やした取り組み
が評価され，優良団体として選定されました。同委員会発足
時に 6 名だった児童生徒数は，現在，22 名まで増えています。

児童生徒数が増加した阿室小中学校

～ 農水省「食と地域の『絆』づくり」 ～

選定証を手にする吉永 常明 会長

阿室校区 ｢優良｣ 団体に選定

　3 月 28 日，29 日に福岡県の福岡市民体育館
において，第 29 回アシックスカップ九州中学校
バレーボール選抜優勝大会が開催されました。
　大会へは，1 月に行われた各県の新人戦で決勝
へ進出した上位 2 チームなど計 20 チームが出場
し，トーナメント形式で熱戦を繰り広げました。

　同大会へ出場した田検中男子バレーボール部が，予選から決勝までの全 5 試合をストレ
ートで勝利し，見事に鹿児島県勢として初の優勝に輝きました。
　4 月 2 日に役場へ優勝報告に訪れた選手の皆さんは「初戦は動きも硬かったが，試合を重
ねるごとに本来の粘りあるバレーをすることが出来ました。」と大会を振り返り，主将の柳

やなぎ

俊
しゅんすけ

輔くん（田検中 3 年）は「九州大会では強豪校ばかりで，全試合とも本当に苦戦しました。
今年も全国大会の舞台を目指して，全員で力を合わせて頑張ります。」と話してくれました。

田検中男子バレーが九州制覇
～第29回アシックスカップ九州中学バレー～

見事に九州大会を制した田検中男子バレー部
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　宇検村漁業協同組合（渡
わたり

 立
たてる

組合長）は，3 月頃
から村内でサザエやテラダ類などの海産物を大量に
捕獲している事例が発生しているとして，村内外の
一般住民に対し乱獲防止を呼びかけています。

　本来，漁業者ではない一般の方がサザエやテラダ類などの海産物を捕獲することは，漁業
権を侵害する行為として禁止されていますが，宇検村漁協は村民の方が各家庭で食べる程度
の捕獲については，認めています。しかし，村内外の一般住民の中には趣味の範囲を超えて
海産物を大量に捕獲する方もおり，漁民の生活を脅かす事態に
あることと，水産資源の減少が懸念されているそうです。
　同漁協では漁業及び水産資源に関する知識と理解を広めると
ともに，監視活動の強化を実施して，乱獲防止を呼びかけてい
ます。村民の皆さまのご理解，ご協力をお願い致します。

サザエ・テラダ乱獲防止を！

大量に捕獲されたテラダ

村
内
全
集
落
に
観
光
案
内
板

　

村
内
の
十
四
集
落
へ
縦
一
．

五
㍍
、
横
二
．
五
㍍
の
観
光

案
内
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

案
内
板
は
、
県
の
補
助
を

受
け
て
１
１
０
０
万
円
で
設

置
し
た
も
の
で
、
村
全
体
の

観
光
名
所
の
案
内
と
、
各
集

落
の
遺
跡
や
史
跡
な
ど
の
見

所
を
地
図
と
写
真
入
り
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
「
地
元
学
」
の
受

講
生
や
教
育
委
員
会
が
、
奄

美
群
島
文
化
財
保
護
対
策
連

絡
協
議
会
の
中な
か
や
ま山 

清き
よ
み美
会
長

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
各
集

落
の
文
化
遺
産
な
ど
を
調
査

し
制
作
さ
れ
た
大
変
貴
重
な

案
内
板
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
財
と
名
所
を
案
内

各集落に設置された観光案内板

　5 月 11 日午後 6 時 30 分から宇検村元気の出
る館大ホールにおいて，「平成 24 年度宇検村行
政懇談会」が開催されました。この会は，村行政
の取り組みについて村民の方々へ直接説明すると
ともに，村民の方々から色々なご意見をお伺いす

る場として開催されたもので，当日は村民や村議会議員，役場職員が約 250 名出席しました。
　会では，総務企画課の担当者が，宇検村雇用創造促進事業にかかる国庫補助金返還に関す
る経緯についての説明を行ったほか，村民から同事業の運営方法に対する指摘や副村長の早
期任命，行政・議会運営のあり方などについて多くのご意見や要望が出されました。
　元田村長は「行政のあり方について，村民の皆さまに厳しい意見を頂きました。皆さまの
ご意見を真摯に受け止め，住民目線に立った行政運営をより一層心がけ，行政，議会ととも
に村の発展に繋がるよう全力で取り組んでいきます。」などと答えました。

元気の出る館大ホールであった行政懇談会のようす

平成24年度行政懇談会を開催
～ 村民の方から多くのご意見や要望 ～

宇検村漁協による監視活動のようす

～ 宇検村漁業協同組合が呼びかけ ～
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田検中学校3年生職場体験学習

編集後記 村の広報係の職場を体験して

　
三
日
間
を
通
し
て
取
材
や
ラ

ジ
オ
収
録
な
ど
た
く
さ
ん
の
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
取
材
を
す
る
前
は
、
ま
ず
、

ど
ん
な
こ
と
を
質
問
し
よ
う
か

迷
い
ま
し
た
が
、
相
手
に
伝
わ

り
や
す
い
質
問
に
し
て
、
他
の

職
場
に
行
っ
て
い
る
同
級
生
た

ち
に
取
材
を
し
ま
し
た
。

　

写
真
を
撮
る
と
き
の
角
度
や

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
の
が
、
と

て
も
難
し
く
て
大
変
で
し
た
。

　
今
回
の
職
場
体
験
で
は
、
役

場
の
総
務
企
画
課
に
き
て
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
将
来
に
役
立
て
た
い
で
す
。

　

田
検
中
学
校
三
年

　
　
　
　
　
　

小こ
ば
や
し林　

登と
お
い生

　
　
　
　
　
　

竹た
け
し
た下　

裕ゆ
う
や也

■国場自動車（記事・小林 登生）

　5 月 23 日（水）国場自動車で職
場体験をしている重

しげ

 充
あ つ き

輝くんに取材
をしてきました。
　充輝くんは，社員の人に教えても
らいながら一生懸命車の整備を行っ
ていました。

「なぜ，この仕事を選んだのです
か？」という質問に対して，「車に
興味があるから。」と答えてくれま
した。本人は，「ここに来て良かっ
た。」と言っていました。

■エフエムうけん（記事・竹下 裕也）

　5 月 23 日（ 水 ） に， エ フ エ ム
うけんで職場体験をしている，柳

やなぎ

 
俊
しゅんすけ

輔くん，奥
おく

 巴
と も か

香さんを取材しにい
きました。
　すると二人は，役場の行政情報の
作成や，20 分間の番組を自分たち
で作る仕事をしていました。
　「ラジオの収録をしてみて緊張し
ましたか？」という質問に対して，

「かなり緊張しました。」と答えてく
れました。僕は，ラジオ番組で聞く
人に伝わるように，はっきりゆっく
り喋ることはとても難しいことだと
知ることができました。

～ 役場広報係で職場体験を実施した田検中3年生の二人が広報の取材と記事の制作を体験 ～

▲ 国場自動車で洗車の体験をする重くん

▲ 5月22日に滝の園の畑であった
田検保育所のトマト収穫体験のようす

田検小での防災訓練のようす

①

② ③

エフエムうけん打合せのようす

④

田検小での消火訓練のようす

消防宇検分駐所で職場

体験中の柳
やなぎ

 泰
た い が

雅くん 

⑤

⑥

小
こばやし

林 登
と お い

生

竹
たけした

下 裕
ゆ う や

也

※
写
真
①
②
③
・
小
林
く
ん
撮
影
、
写
真
④
⑤
⑥
・
竹
下
く
ん
撮
影


